
江南市水道事業経営戦略について
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経営戦略とは①

「経営戦略」は、各公営企業が、将来にわたって安

定的に事業を継続していくための中長期的な経営の

基本計画

総務省は「公営企業の経営に当たっての留意事項に

ついて」にもとづいて、「経営戦略」の策定を地方

公共団体に要請
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経営戦略とは②

「経営戦略」は、投資の見通しを試算した計画と財

源の見通しを試算した計画が構成要素となる「投

資・財政計画」を中心とし、投資以外の経費も含め

たうえで、収入と支出が均衡するように調整した中

長期の収支計画

「経営戦略」には、組織効率化・人材育成や広域化、

PPP/PFI等の効率化・経営健全化の取り組みについ

ても検討を行い、取り組み方針を記載
4

経営戦略策定の流れ

5※公営企業の経営戦略の策定等に関する研究会 報告書より



公営企業会計について
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公営企業会計の特徴①

水道事業は地方公営企業であり、地方公営企業法に

示された地方公営企業会計制度にもとづく

→独立採算制（受益者負担の原則）

つまり、料金収入で運営（税金で賄われない）

官公庁会計方式とは異なる

→官公庁会計 現金主義会計、単式簿記

→公営企業会計 発生主義会計、複式簿記

（貸借対照表、損益計算書）
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8※公営企業の経理の手引きより

収益的収支（営業活動関係）と資本的収支（資本関係）の２本建

公営企業会計の特徴②

減価償却の概念

発生主義 ある年の収益の獲得に役立った分だけ

費用として発生（300万円の資産を3年間使うと

すれば、年間100万円が費用）

※現金主義では、全額が取得年度の費用
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平成２８年度決算の解説
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収益的収支 資本的収支

営業収益

約12.4億円

主に給水収益

営業費用

約11.8億円

主に受水費と

減価償却費

純利益

約1.5億円

資本収支不足

約4.3億円

負担金

建設改良費

約5.5億円

元金償還金

約1.1億円

内部留保資金

約13.9億円

積立

補填

減価償却費

相当分

【参考 平成２９年度決算の見通し】
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収益的収支 資本的収支

営業収益 営業費用

純利益

資本収支不足

負担金

建設改良費

元金償還金

内部留保資金

補填
増加

約0.5億減少

将来的に増加

減価償却費

相当分

積立

約3億増加

企業債発行

約1億増加

約1.5億

将来的に増加

※平成29年度は決算見込値で、以降の図表等も同様です。



たとえば一般家庭に置き換えると
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収益的収支 資本的収支

給料による

収入

生活費

食費や光熱費

ローンの利息

貯金

余裕

不足

親からの援助

家などの

改修費用

ローンの

元金返済

貯金

※厳密には異なります。イメージです。

給料以外

の収入

定期貯金

貯金

補填



江南市水道事業の概況
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水道事業の沿革
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S50 S55 S60 H5H1 H10 H15 H20 H25 H30

水道事業職員数の推移
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江南市の水道システム
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上水配水ブロック
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3
/日

下般若自己水計

2,400m
3
/日

県営水道受水

23,080m
3
/日
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ポンプ井

両高屋水源

ポンプ井

草井自己水計

0m
3
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両高屋水源

0m
3
/日

神明水源

0m
3
/日

小鹿第３水源

0m
3
/日
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後飛保配水池
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3
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草井南部水源
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南野自己水計

0m3/日
(南野配水ブロック)

(神明配水ブロック)

(小鹿第３配水ブロック)

布袋東部第２水源

500m
3
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上奈良水源

ポンプ井

上奈良水源

500m3/日

布袋東部第２水源

ポンプ井
500m

3
/日

500m
3
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※図中の水量は、計画目標年度(H38)の値



水需要などの動向
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人口は予測値以上で推移

水量は予測値以下で推移（給水収益への影響）

簡
易
水
道
事
業
の
統
合
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経営状況①
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※平成26年度から会計制度が改定

収益的収支の状況

近年は黒字経営が継続

経営状況②
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効率的な事業運営

職員一人当たりの業務量は平均

より高い

その他指標も効率的

であることを示す



経営状況③
投資と財源

近年は自己財源での事業実施

経費縮減

受水量の低減化
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これまでの投資状況
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「管路の経年化の状況」

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 10.24 8.93 11.10 10.86 12.04

平均値 8.40 9.71 10.71 10.93 13.39

②管路経年化率(％)
【15.00】

創設に伴う投資
大規模設備更新

基幹施設更新、耐震化

基幹管路

更新開始

浄水場 配水池 耐震適合率 耐震化率

名古屋市 84.4 80.4 76.7 33.2

尾張地区 47.5 77.4 48.6 30.5

西三河地区 39.6 78.1 49.8 27.5

東三河地区 69.2 98.1 32.9 27.6

愛知県（上水道事業） 73.2 98.1 52.1 30.1

江南市 20.7 100.0 1.4 1.4

※愛知県の水道（H28）より

施設耐震化率（％） 管路耐震化率（％）



水道料金について
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現在の水道料金の体系
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25※水道料金改定業務の手引きより

水道料金の比較

26※H28愛知県の水道より
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なお、赤色は江南市と類似の事業体の平均値

給水人口規模 5 10万人、主な水源 受水（現状は地下水）、

有収水量密度（給水区域面積1haあたりの年間有収水量）

【主な水源が地下水、伏流水など】 【主な水源が受水】

※水道統計、愛知県の水道より
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※水道技術研究センターが平成27年度水道統計にもとづいて算出
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水道料金の決め方
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総括原価方式

水道サービスの提供に必要となる原価（営業費用

等）にもとづいて水道料金を設定するという考え方

※営業費用 人件費、動力費、受水費、減価償却費

修繕費など

つまり、料金算定期間内において水道サービスを

供給するために必要となる原価は、その期間の水道

使用者が負担（水道料金として支払）する
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※主にこれらの費用収益的収支 資本的収支

営業収益

約12.4億円

主に給水収益

営業費用

約11.8億円

主に受水費と

減価償却費

純利益

約1.5億円

資本収支不足

約4.3億円

負担金

建設改良費

約5.5億円

元金償還金

約1.1億円

内部留保資金

約13.9億円

積立

補填

減価償却費

相当分


